
リンパ浮腫の圧迫療法では、患部の

状態にあわせて弾性包帯と弾性着衣

（弾性ストッキング、弾性スリーブ、弾性グ

ローブなど）が使い分けられている。ここ

では、弾性包帯と弾性着衣の材料、構

造、種類、特徴などを紹介する。

1) 弾性包帯
弾性とは、外から力が加わったときに

変形した物質が、外からの力を取り去

ると再びもとの状態に回復する性質を

表している。弾性包帯は、材料や構造

により弾性を持たせた包帯であり、綿、

レーヨン、ナイロン、ポリウレタン、ゴム糸

などから構成される織物または編物で

ある。

弾性包帯を引っ張ると、加えられた力

の大きさに応じて包帯が伸びていき、そ

の伸び具合は、「元の長さ」に対する「伸

びた長さ」の割合である伸張率で表され

る。例えば、元の長さの2倍に伸びたと

き（伸びた長さ＝元の長さ）の伸張率は

100%と表す。弾性包帯を伸ばしていくと、

ある一定の長さ以上には伸びなくなり、

この状態は「ロックアウト」と呼ばれる。

ロックアウトするときの伸張率に応じて、

ショートストレッチ（伸長率＜100%）、ロン

グストレッチ（伸長率＞100%）といった分

類が用いられており、ショートストレッチは、

歩行などによる患部の周径変化により

圧力が大きく変動することから筋ポンプ

作用の増強に有効であり、ロングストレッ

チは、患部の周径変化に対する圧力の

変動が小さいことから、安定した圧力を

得やすいという特徴がある。リンパ浮腫

の圧迫療法では、主にショートストレッチ

が用いられている。

弾性包帯が患部に与える圧力は、圧

力をP、弾性包帯を巻くときに包帯を引

っ張る力（張力）の大きさをT、患部を輪

切りにしたときの半径をRとしたとき、下

記の式で表すことができ、ラプラスの法

則と呼ばれている（∝は比例関係を示

す記号）。

P ∝ T/R

ラプラスの法則は、弾性包帯に与えら

れる張力が大きくなるほど患部に与えら

れる圧力は大きくなり、張力を一定とした

場合、患部が細く（曲率半径が小さく）な

るほど圧力が大きくなることを示している。

リンパ浮腫の圧迫療法では、組織間

液を中枢方向に押し流すため、患部に

対して末梢から中枢に向けて圧力が減

少する段階的圧迫をかける。ラプラスの

法則に基づくと、弾性包帯に与える張力

と巻き数（層の数）が一定であれば細い

部位よりも太い部位のほうが低い圧力

となり、下肢では、自然と段階的圧迫が

実現できることになる。

弾性包帯は、どのような形状の患部

にも必要な部位に必要なだけ圧力をか

けることができるものの、術者のテクニッ

クに大きく依存する。また、時間経過と

ともに緩みが生じて圧力が低下すること

にも注意が必要であり、緩みの抑制に

は、包帯表面にラテックスなどを加工す

ることで包帯同士の接着性を持たせた

自着性包帯が有効である。

2) 弾性着衣（弾性ストッキング、
弾性スリーブ、弾性グロー
ブなど）
弾性着衣は、上肢に用いるスリーブ、

下肢に用いるストッキング、手指に用い

るグローブ（ミトン）、足指に用いるトゥキ

ャップ、頭部用など、さまざまな形状の製

品が利用されている。これらの製品は、

ナイロン、ポリウレタンなどから構成される

編物である。

弾性着衣は、弾性包帯による圧迫療

法と同様、患部に対して段階的圧迫が

かかる設計になっており、治療に必要な

高い圧力、安定した圧力を発揮させるた

め、全体的に太い糸が用いられており、

インレイと呼ばれる緯糸が挿入されてい

ることも大きな特徴である。また、患者の

状態にあわせて必要な圧力を選択でき

るよう、さまざまな圧力の製品があり、圧

力の強さは圧力が最も高くなる部位（手

首や足首など）の圧力で表されている。

圧力の単位は、基本的に、国際単位

のhPa（ヘクトパスカル）を用いるが、従

来から使われているmmHg（ミリハーゲ）

も用いられている。1hPaは1.33mmHg、

1mmHgは皮膚に500円玉1個を乗せた

ときの圧力に相当する。

リンパ浮腫の圧迫療法では、下肢の

場合、足首40hPa（30mmHg）以上の製

品が用いられており、67hPa（50mmHg）

を超える製品が使われることもある。

弾性着衣は、適正な圧力を発揮させ

る必要があるため、身長やヒップ囲など

に基づく一般ストッキングのサイズと異な

り、患部の太さに基づきサイズを選択す

るようになっている。また、既製品では

対応できない人のためにオーダーメード

製品もあり、この場合は、患部の寸法を

細かく測定するとともに、皮膚の硬さな

ども考慮して、適正な圧力が得られるよ

うに生産されている。

弾性着衣は、弾性包帯のように術者

のテクニックなどに依存することなく適正

な圧力を得ることができるものの、その

ためには正しいサイズを選択することが

重要である。
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